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初ソロ～免許取得

遠いセカンドソロ

長い休 1民 を経て飛行再開、初ソロに出してもら

ったのが98年 1月 。普通は度胸 を着けさせるため

にも続けて数回 1人で飛ばせるらしいが、私の場

合、主任教官の目からすれば、初単独はまだまだ

早すぎたようで、その後主任教官が もっばら後席

に座 り、来る日も来る日も基本操作の ミスを指摘

される。その昔、鉄五郎さん命名の「お天気屋の

加藤」は依然「お天気屋Jで腕固まらず、主任教

官が後ろでじりじりしているのが伝わって くる。

2回 目のソロはなんと4ケ 月後 となった。下手は

下手なりに、何とか壊さずに帰ってくるだろうと、

それか らは割合切れ 目な しに単独 に出 して もら

い、A章 を取 り直 し、B、 C章 をクリアー。11月

に漸 く単座B4へ移行許可が出る。私にとつて初

B4はふわふわと軽 く、舵の効 きが良すぎて怖か

った。がむしゃらにソロを目指 し、単座を目指 し

てここまで、ほぼ皆勤で通い詰め、この年、練習

参加 日数最多 となる。毎日曜に加え、土曜も練習

可能になってからは、毎土 日。ここまで習慣化 し

て くると、女房の方 も洗脳 されてきて、週末は晴

れさえすれば、出かけるものと思いこむようにな

ってしまっていた。 じめ しめである。 2人 とも人

昭和39年卒 加 藤 芳 也

筆者は3年前翔友XⅢ号に、36年振りにもう一つの初ソロを実現する迄の奮闘をレポー トされ、

『36年ぶりにスター トラインに危なげにもう一度立っている。遠い遠い先に、アメリカ、オース

トラリアが見えてくるかも矢□れない?』 と結んでおられる。これは、その遠かった先を見事に手

操り寄せた氏の努力の後日談である。翔友XⅢ号の記事を再読の上お読み頂ければ、筆者に拍手を

贈りたくなること請け合いである。

生後半にあり、丈夫な内にできることはやってお

こうという考え方になっているせいもある。回数

も増えて くると、滑空免許が視野に入って くる。

その昔、汗と涙で勝ち取った中級ライセンスでは

飛べなくなっている。たまたま、その頃、メンバ

ーの 1人がハワイで免許を取得。彼がその「簡単

さJを 吹聴する。その時点で彼の実力 と我が身の

非力を認識 していれば、無謀にも「俺 もJと は簡

単に思わなかったであろうが、何せ、日の前に、

にんじんがぶら下がると、後先を考えずに突っ走

る性格。その気になってしまった。ハワイは AT※

なので、事前に体験 しようと明野でわずか 4回 、

実際に AT中 に触らせてもらったのは 1、 2回 で、

いざ、ハワイヘ。この ATに泣かされることにな

るとは、露知らず。 (※ 註・AERO TOW飛行機曳

航 )

ハワイ受験

明けて、99年 1月 。4半世紀ぶ りのアメリカで

ある。寝ぼけ眼で降 りヽ kち 、レンタカーでワイキ

キのホテルヘ、空港からいきなリハイウェイに乗

る。これが怖かった。初めての右側運転、周 りは

ビュン、ビュン飛ばしている。実際は100km位 だ

から、暴走オジンにとつては大 したスピー ドでな

いのだが、4車線 もあってどちらが走行、追い越
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しか分からなくなる。何 とかワイキキ出口で降り、

downtownへ 、早速道に迷 う。 3車線 もある一方

通行の道へ反対方向から曲が り込んでしまい、正

面を向いたら全線一杯に車がこちらへ向かって く

る。あわてて、道路沿いの家のパークヘ避難 とい

った目に遭い、時差による眠さでボーッとなりつ

つ、漸 くホテルヘ。本当はオアフ島西北端の

DilHngham AIicld近 くに宿を取 りたかったが、折

しもサーファーのシーズ ンで空 きは無 し。Soar

Hawaii紹 介のワイキキ辺 りで一番安いホテルから

通うことになったのだ。翌朝、いざ飛行場へ。オ

アフ島の南端中央から北上 し、北端で西へ。初 日

こそ、おとなしく走って、 1時間強かかったが、

3日 目位からは 4、 50分 に短縮。広々として走 り

やすいからで、スキンヘ ッドにグラサン、日本で

あれば他の車が譲って くれる、一見 してその筋 と

見まごう外見のせいではない。穏やかな起伏に富

んだ広大なパイナップル畑、西側に連なる山々、

抜けるような空、期待感に高揚 し、走っていった。

これから3週間もハワイに住み着 くことになろう

とは思いもしないで。

Dillinghamは 東西に走る海岸線 とそこから数百

メー トル引っ込んだ高さ300～ 600m程の ridgessの

間にある。私のいた間、風は大抵海から、北又は

北東風だった。つまり、絶えず、crosswindで 、10

～30ノ ット。飛行場の東半分はパラシュー ト、遊

覧飛行。西は2つ の「グライダー屋Jが商売 して

いる。商売のお目当ては、島内を廻ってくる観光

客で、自分の方で飛んでもらおうと、争奪戦を始

める。その遊覧飛行が優先で、こちらは朝から晩

まで詰めていて、訓練を受けることになっていた

が、客が入る度に割 り込まれることになった。私

の教官は Maryと 言う白人のオバさん。さっばり

とした面倒見のいい人である。す ぐに「肝っ玉か

あさんJのつもりで Big Mamaと いうnicknameを

奉った。訓練が始まって愕然 としたのは、AT離

陸がうまくいかないことだった。滑走路海側の駐

機場の Twinに 乗 り込み、翼端保持は無 しで、ラ

ダー左一杯、エルロン右一杯でスター ト。翼端を

浮かせ、AT機の後ろへ左旋回よろしく回り込ん
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でいきつつ、AT機の真後ろ、滑走路中心に乗る

ようにする。ふあっと浮いて5フ イー トの高さで

付いていき、離陸した AT機にレベル トーで追随。

ベテラン諸氏にとつては何でもないことでも、私

には初体験。おまけに例の横風である。来る日も、

来る日も横風。それも20～ 30ノ ットの日が結構あ

った。浮いた瞬間、あつという間に、山側へ流さ

れる。つい旋回操作で戻そうとして、後ろから手

が入る。地面間近のバンキングは危ないというわ

け。それではと、次は偏流を試みる。自分の感覚

では45度以上の感 じで、AT機が右真横に見える。

更に海岸沿いに生えている木々に乱された風にが

ぶられる。心臓 もがぶ られている。700フ イー ト

取った辺 りで Boxの 練習に入る。後流の中を ドが

り、ロー トーの位置へ。そこから四角形を描 く。

それぞれの角でうまく止まって くれない。自分の

思う所で止まらず、行き過 ぎたり、行 き足 りなか

った り、散々である。離陸直後の横風対策にはち

ょっとしたウイングロー、追随中の位置修正は修

正itを 使って、効 き出したら、中立に戻 し、戻 し

舵のタイミングをうまく取る。これだけのことを

体得するのに、30回以上 も飛ばされたろうか。加

えて受験科 目もどんどん増えてきて、プレッシャ

ーは増すばか り。振 り返ってみると、最初の頃の

AT追随が一番の難物で、これだけで 1日 12回 飛

んだ日もあった。おまけにである。飛ぶだけでは

ない。疲れて暗い中を飛ばして帰 り、アラモアナ

ショッピングセンターのべ らぼうな規模の食堂街

で、日本からの若いカップル達の嬌声の中、 1人

黙々とjunk f00dを 噛み下 し、ホテルヘ帰って学科

の勉強である。分厚い Tcst Prcpは 日本では3分の

1く らいしか目を通 していなかったから大変であ

る。夜はたっぷ り時間があるだろうから、昼間は

実地、夜は学科 と思ってきたのが誤算。あれこれ

身の回りのことを済ませる頃には9時近い。零時

頃まで、無理矢理詰め込んでバタンキュー。遅々

として上がらぬ腕前にカリカリする一方で、最初

は縮み上がったハイウェイをぶっ飛ばしたり、わ

ざわざ可愛いウェイトレスに話 しかけたり (英語

の勉強のため)し て生活 し始めている自分に気が

付 く。試験科 目も繰 り返 し練習 し、学科 も Mary

教官の prcchcckを 受けて、まあ受かるだろうとい

うことになり、ホノルル空港内の小さな飛行機会

社でコンピューターテス トを受ける。その都度、

本土から問題 を送ってもらうと言っていたが、4

択形式で終わるとす ぐに結果が分かった。

迫る黒雲

ハワイに来て、H目 日、漸 く試験の目がやつて

きた。当日、早朝より風強 く、時折、スコール状

の夕立。つ ま りそれ までで最悪 の天候。校長

Markの受験前の早朝特訓が彼の遅刻 と段取 りの

悪さでずれこみ、試験官を待たせてしまい、ハワ

イネイテ イブのビル・エノオカ試験官おかんむ

り。空は今にも泣 き出しそう。Markが 実地試験

を先にして くれるように頼むが聞 き入れて くれ

ず、papcr wOrk,oral chcckか ら始める。口頭試問

は相当に突っ込まれる。その内に又、雨が降 り始

めてきて、ひどくならないうちに checkridcを や

ろうということになり、口頭試間中断。

雨の中、全天雲、水平線見えず。離陸滑走を始

めて漸 く、風防の雨が振 り落 とされ前が見える。

何 とか浮かす も5フ イー トを意識 しすぎて押 さえ

すぎ、接地 してしまい又持ち上げる。定位置にぴ

たりとは、ほど遠い状態で追随、高度を取った段

階で boxを 指示される。ロー トーから左角へ移る

段階で、なかなか左へ行かない。どうやら右バン

翔友会便 り



クのクロスコントロールになっていたようだ。左

上へよじ登 り、右へ、なんとか bOxを 終える頃、

AT機が bankingを や りだすではないか。ハ ッと

AT機の前を見ると、す ぐ前に黒雲が迫って来て

いる。すごいボリューム感。AT機ばか り見てい

て、その前を見ていなかったのだ。泡を食って離

脱。AT機が50度近いバンクを付けて、下方左旋

回して逃げてい く。俺 もと、左の雲の端を目指 し

て旋回に入れる。瞬間真つ暗。90度以上廻った頃、

スポンと外へ。無意識に操縦拝を押 していたよう

で、70ノ ット以上でていた。

雨の中、周 りは真っ白。ス トールを指示され、

普段は初期失速から始めているので、「初期失速

か ?」 と聞き返すと、「ス トールJと 言えば、「フ

ルス トールJの ことだと怒鳴 り返され、ターニン

グス トールをやれば、バ ンクがつきすぎ、スパイ

ラルダイブに入ろうとする。スピー ドは安定 しな

い。めためた、である。なんとかうまくいったの

は着陸だけ。結果はやはり不合格。あれではと納

得。天候を恨みたい気持ちを抑える。再 トライア

ルの可能性を告げられ、一 も二 もなく申し込む。

「このままで帰れるものか」である。次の受験は 5

日後。ひたすら練習。中に 1日 、風が特に強い日

があった。windsockが真横になってはためいてい

る。ほぼ完全に真横の風である。駐機場から、AT

に引かれて離陸滑走、その真後ろに付 く前に浮き

上がってしまう。そのまま左旋回の形で、真後ろ

へ。ウイングローを′と、がけ、定位置へ。科 目をあ

れこれなし、第 3で、slipping turn、 アプローチで

forward slipping、 静かに戻 して接線気味に着陸。

Big Mamaか らお褒めの言葉。A walk in thc park

「朝飯前さJと 口にでる。[Top Gun]の トム・クル

ーズのこの台詞を Big Mamaは 知 らなかった。A

piccc of cakeの 意味だと教えてやる。「お天気屋の

加藤」、まさに絶好調の「上天気Jである。慣れ

というのは恐ろしいもので、来る日も来る日も強

い crosswindで飛んでいたら、いつの間にか横風

への恐怖感は消えていた。

雪辱戦

さて、再受験の日。晴れ、15～ 25kt。 口頭試間

も最初からで忘れかけていたことを聞き直され冷

や汗。続いて chcckridc。 1回 日、細かいミスはあ

ったがまずまず。 2回 目は予告付 きの ropcbrcak。

かなり低いところで切 られ、nOsc down,release、

そして fllu diveの 段階でス トンと落とされ、あわ

ててす くってなんとか接地。 3回 日、boxを 再度

指示 される。途中から、模範を見せてやるといわ

れ、「you havcJ。 さすがうまいもんである。残 り

の科 目を終え、ベースで slipping turnを するよう

に指示され、その前に見ておけ、とお手本。今回

は虫の居所 は良いようである。ベースターンで

少々粗っぽかったが slipping tum。 直 してアプロー

チヘ乗ったところで、[COmC up slipping]と 言われ、

forward slipping指 示と勘違いして、入れてしまう。

「違 うJと 怒鳴られ、戻すが既 にかなり低 くなっ

てお り、エンドの最初の矢印の辺 りでフレアーに

入れ接地。機体から降 りた時点で[Iim gOnna pass

you]と 言われる。ただ、虚脱感。その午後遅 く、

アクロバ ットに出る頃になってやっと嬉 しさがこ

み上げてきた。宙返 りの頂点から海に向かって突

っ込みながら、「やったぞ―」 と叫んでいた。

ばかちょん、 5時間

翌朝、 5時間滞空 トライである。10時前に飛行

場到着。誰 もいない。自分で愛機 Twin「BravOJ

に水 をぶっかけ、洗顔を済ませてやって、グラン

ドボーイと2人で駐機場に引っ張 り出す頃になっ
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“lim gonna pass you" “Thak you, very happy" 「やったぞ― |」

て、Bog Mama到 着。「Bc safe Jと 一言、声を掛

けられ、離陸である。自分の判断、自分の責任で

飛びなさい、と言 うわけ。カラッとして快適であ

る。Ridgcssの 前縁上空2～ 300フ イー トを維持 し

て往復を始める。最初の2時 間ほどは ridgessの 東

端近 くまで伸ばした り、経路を南に変えてみたり

して、リフトの良いところを探 し、サーマリング

する。その内に東から積雲が一定の間隔でやつて

きて、吸い上げてくれ、3,200フ イー トまで上がっ

たこともあった。2,000～ 2,500フ イー トでひたす

ら 五dgess上 を往復。 2時 間を越える頃、下から

ATパイロツトのアレンがハ ンデ イトーキーで調

子を聞いて くれる。心強い。 3時間を越える頃に

なって、これはいけそうだと思えて くる。水を飲

み、菓子バ ンを食べ、 トリムを調整 し直 して手放

しで飛んでみたり、写真を撮ったり、楽 しんでい

た。 4時間を過 ぎる頃、東へ向かっているときに

バリオが瞬間的に-10を 指すほどの強烈な沈下に

出会い、一気に2,000フ イー トまで落とされる。進

路を変え、慎重にプラスを探 して、何 とか2,500迄

回復。後10分位の所でアレンが「もうす ぐだよJ

と呼びかけて くれ、自分の腕時計で5時間を漸 く

過 ぎる頃、アレンが「やった」 と告げて くれる。

離脱時間との照合を要求 して、納得。「降 りるJ

と通知してからridgessの 最西端まで行ってみよう

と足を伸ばす。岬先端を海から見下ろして180旋

回、向き直ってぞっとした。邊か遠 くに滑走路が

かなり浅い角度で見えている。斜め向かい風の中

を帰 らねばならない。70ktに 増速、少 しでも斜面

風 を利 用 しよ うと ridgCSsの す ぐ脇 を飛 ぶ。

Downwind進入高度800フ イー トに100フ イー トを

余 して帰 り着いた。アレンの「おめで とうJに

hugで答える。Big Mamaが さりげない smileで祝

ってくれる。ridgessの 5時 間なんて、この連中に

とって何でもないことなのだ。

2回 目のハワイ、1,000m

免許を取 り、 5時間飛び、アクロバットの世界

をちょっと覗いて、岐阜で飛ぶ生活に戻った。5

月になって滑走路工事のため、閉め出され、浜松

の北、浜北市の滑空場へ遠征を余儀なくされたが、
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週末は飛ぶという習慣は揺るがない。夏が近 くな

った頃、女房殿が、自分ばっか り良い思いをして

いるのは不公平、私 もハワイヘ行 きたいと言い出

した。
‐
iX光 の合間に飛んでも良ければと条件を付

け、夫婦で最初の海外旅行 とあいなった。この時

点で腹に一物、いや二物あった。アクロバ ットと

1,000mで ある。初 日こそ、ワイキキ辺 りを案内し

たが、翌早朝、早速通い慣れた道を DHlinghamへ 。

Big Mamaと 再会を果たし、彼女を後席にチェッ

クフライトヘ飛び立つ。久しぶ りに ridgessで滞空

し、色々な科 目をもう一度おさらいする。早めに

切 り上げ、ワイキキヘ取って返 してウインドウシ

ョッピングにつ きあう。翌 日、ループ、バ レル、

ウイングオーバー、スプリットSを 習うが、なん

とかものにできたのはループだけ。更に2日 間、

別な教官に教えてもらい、クローバーリーフやら、

背面飛行の手ほどきを受ける。ロールを打って背

面に入れてい くのだが、自分で数回試みて、いず

れも駄 目。背面になりかかってそのまま宙返 り状

に突っ込んだ り、背面で止まりかかって止まらず、

ロールを打ってしまったり、散々だった。 しかし

自分の姿勢が 3次元の中で絶えず変化 し続けるの

(ま 快感だった。ア ドレナリンがわき起こり、体が

活性化 し、ハイになる。調子に乗って、ある時、

垂直旋回をやってやろうと思いつき、後席に許可

を取 り、増速 して右旋回へ。自分の感 じでは90度

バンクまで入れたつもりで当て舵 (実際は80度位

だったそうな)、 その角度で旋回持続中に操縦拝

を引きつけてみる。 ぐっとGがかかつて、旋回外

側へ押さえ込まれる。降 りてから、5Gを 越えて

いたと怒 られた。体重の5倍 ものGだ ったとは思

えなかった。 Gに 強いと言うよりは、バンクの初

期変化が体感できないことからも分かるように、

要するに鈍感なのである。一方、哀れ、女房殿は

地上待機。周 りから同情され、ジャパニーズスマ

イルでしのいでいた。いつまで経ってもうちの宿

六は大きな子供だからという諦めの境地 (す みま

せん)。

1000mの トライ

最終 日、それまで条件さえ良ければ1,ooom以 上

上がってやろうと待っていたが、もう後が無 くな

り駄目元で飛び上がる。例によって ndgcss上 を往

復 し、リフ トの強い所を探す。離陸前のア ドバイ

スで、ridgcssの 東端が一段 と高い山並みに連なっ

ている辺 りに強いサーマルがあると言われていた

ので、徐々に高度を稼 ぎつつ近づいて行った。や

がてうまく行き当たり、時に+8位で上が り出す。

センタリング技術など、その時も今 もあ りはしな

い。ひたすらバンクー定、水平線上のノーズ位置

一定を,し、がける。そのサーマル様のお陰で、一気

に1,000mを 稼 ぐ。これなら十分と思えるところで

帰投に就 く。結局1,400m余 り上がっていた。飛行

場上空まで帰 り着 き、余 した高度を頼 りに、これ

が飛び納めとridgessを 背に海へ出ていく。ほのぼ

のと、ゆったり、しみじみと楽 しんだ。

ワイケリー、 `99冬 '

オース トラリアで学連のしごき

「余勢を駆ってJと いう表現がある。免許を取

り、5時間飛び、1,Ooom上がった。今度は「距離J、

という訳である。クロスカントリーのクの字位 し

か勉強 してないのに、何 とも無鉄砲な話ではある

が、仲間の話を小耳に挟んで、よし、俺 もオース

トラリアはワイケリーヘ と決め込んでしまった。

12月 9日 夜、寒風の中、名古屋発。一眠 りしかか

った真夜中過ぎ、ケアンズ着、降ろされる。シド
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ニーまでの便 を延々と待つ間、倦怠感募 り、「お

まえも好 きやな―Jと 自IFll。 シ ドニーからアデレ

ー ドヘ飛び、レンタカーで130km北東のワイケリ

ーヘいざ出発。迷いながら、なんとか市内を抜け、

ワイケリーヘのハイウェイに乗る。舗装は悪いし、

片道 1車線だが、左側通行なので違和感は無 く、

気分は楽である。予想通 りの広さに半ば圧倒され

つつ、夕方ワイケリー着。クリスマス休暇前であ

り、日本人は他に2人 だけだった。食堂で話 して

いる時、内田教官が現れ、翌 日曜 日は外人教官 と

慣熟飛行を楽 しんでもらい、月曜日に内田教官の

終える。

スピン、スピン、又、スピン

さて、翌 日の内田教官のチェック後の講評。直

線、旋回中の滑 り修正不十分、速度ムラ、アプロ

ーチのオーバースピー ド、パス角の取 り方、等々、

/TWて
合格点以下。それから回を重ねるにつれ、彼

を一層苛立たせてしまったことは、スピー ドにせ

よ、滑 りにせよ、「まあ、これ くらいならいいか」

といういい加減さであった。それと接地点に対す

るパス角の取 り方で、1,200フ イー トのダウンウイ

ンド進入高度に戸惑い、ついつい寄せすぎて、パ

チェック後、単座へ移行してもらいますと言われ

る。翌日、3回 ほど地形慣熟をかねて飛び上がり、

マレー河の泥水、様々の濃淡の薄茶やグレイの長

方形からなる平らなフイール ドを見下ろす。何と

も愛想のない大味な大地である。Twin Astirな の

でまあまあ乗 りこなし、接線気味ではあったが着

陸もまずまず、単座への期待を膨らまして初日を

ワイケ リー

ス角が深 くなってしまう。 1日 、 2日 で終わる予

定のチェック通過がままならず、内田氏の言動に

厳 しさが増 してくる。ハワイの AT、 Box]‖ 練の

幸さの再来である。加えてスピンのリカバリーが

うまくいかない。ハワイでは左右旋転、背面越 し

のスピンを体験 し、それほどの注意 も無 しにクリ

アーできたのにである。旋転を止めるオポジット
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ら確認。ベースで偏流、アプローチヘ入つて、ダ

イブオープン、グーッと下が り出す。思ったより

沈下が大 きく、これはシヨー トになると思い、悪

い癖が出た。いったん閉じて伸ばし、レベルにす

る頃になって再オープン、この時点迄にスピー ド

がやや抜けていたようで、続いてそろそろフレア

ーと思った瞬間、ふつと落とされた。多分同時に

操縦1早 を少 し引いたらしい。 ドーンと接地、飛び

上がる。見ていた人の話では、その人が見上げる

ほどジャンプしたらしい。操縦得のポンピングこ

そしなかったが、失速気味に ドッスンと落着。な

んとか壊さず、Homctの脚の強さに感謝。

その後、余 り良い条件に恵まれず、時間切れと

なってしまった。オース トラリアを発つ日の早朝、

というより真夜中午前 2時過 ぎ、アデレー ドヘ。

月明かりの中、黒々と恐ろしげに広がる大地、自

分のヘ ッドライ トが前方の間に吸い込まれてい

く。時折、前方に対向車のライ ト、ポチッと見え

てから、すれ違うまでの時間の長いこと。飛べな

かつた50kへの未練を友に帰国。

ワイケリー `00/01'

50kに とりつかれる

ワイケリーから名古屋へ帰 り着いて、寒風を坊

主頭に受け、現実に引き戻されて日常生活へ。そ

のまま年末の慌ただしさに巻き込まれ、流されて

お正月。ほっとして風邪を引いた。熱を少々出し

て、何もする気のないまま浮かんでくるのはワイ

ケリー。あのサーマルをつかんだ時、踏み出して

いればとか、あの日もっと早めに飛び始めていれ

ばとか、あれこれ脈絡も無しに思いを占領し、愚

鉄iっ ぽく口からあふれ出す。とうとう女房殿のご

託宣。「うるさいわね―、もういっぺん行ってり

ゃ―J「 しめた」である。

翌 日早速 しゃんとなって手続 きに取 りかかる。

lケ 月前 と全 く同じ手順で、中継地へ着 く度、又

来たぞ、とほくそ笑み、22ロ ワイケリー着。ブリ

ーフィングルームヘ顔を出すと、内田氏が関東か

ら来た3人連れにオリエンテーションの最中、そ

のまま溶け込んだ。

翌 日、条件は悪 くなかったが、いきなり初 日か

ら50kト ライをやる予定はなかったので、単座

Astirで 再慣熟飛行。浮けるだけ、浮いてやろうと

サーマルを漁 り廻る。 3時 間を過ぎる頃、催 して

きたので、いつの日か本番飛行中に済ますことが

必要になるであろう時の為、持参の小便袋を試 し

てやろうと思う。かなりの時間をかけ、あれこれ

頑張ったが、脚を伸ばした姿勢 と我がサイズのせ

いかうまくいかないのである。そうこうしている

内に、出発以来の疲れがでてきたのか、ジリジリ、

コックピット内で焼かれたせいなのか、めまいら

しきものを感 じてきたので4時間余 りで帰投、フ

レアーに入る前に接地 してしまい 3回 ジヤンプ。

翌 日から50kト ライに出るように内田氏に言われ

る。

24日 。準備を整え、宣言板 も用意 し、待ち構え

るが、次第に雲が厚 くなってきて断念。うっすら

と雨が降 り始める中、内田氏にリハビリを申し出

る。雨の中離脱。なんと、十がある。1,500フ イー

トから300フ イー ト稼いだ。雨の中でも上がるこ

ともあるのだと楽 しみながら、急旋回程度の科 目

をこなして着陸。舵の使い方が柔らか くなってい

るとお褒めの言葉。そう言えば注意らしい注意を

受けなかったのはこの時が初めてではなかった

か。

雨模様で丸 1日 休虐、、明けて早速飛び出す。今
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回は初 日か ら風向は南 よりに吹いていたので、

50kの 目標はほぼ真南のガルガ。初回から、3,000

フィー ト位でコアを外 したり、又は全 く掴めずあ

っさり着陸したり、を繰 り返 し、いけそうな気分

に全 くなれなかった。

翌日、やや南風が強 くなってお り、20～ 25ノ ッ

ト。飛行場近辺で4,000～ 5,000取 り、南進するも、

7、 8キ ロ飛んだ時点で、3,000～ 2,000に落とされ、

ウロウロしている内に風に押 し返されて飛行場上

空へ。又高度を取 り直 し、南進、落 とされて、押

し返される。繰 り返すこと2時間40分。飛行場の

周 りにしかサーマルが無いような気持ちになって

きて断念。

翌朝、ブリーフイングで条件は余 り変わつてい

ないと言われ、気持ちが萎える。それではと、外

人教官にセンタリングのコーチを願い出る。1,ooo

から1,500フ イー トの低いところでも、私には重い

Astirを軽々とあちらこちらへ切 り返 して持ってい

く。この教官、必ずどこかでサーマルを捕まえら

れるという確信があるようで、飛行場周辺を飛び

回つているとはいえ、1,oooフ イー トを切っても帰

ろうとしない。あれこれ教えてもらっている内に、

ダス トが舞い上がっているのを見つける。そこへ

持っていけ、と言われた時点で、ランウェイ南数

キロ、高度は900。 「帰ろうよ」 と口から出かかる

のを押さえてダス トヘ。手前で交代。渦を巻 きな

がら、北へうねってい くダス トに取 り付いたと思

ったら、バンク角を絶えず変化させながら、まる

で蝶のように取 り回し、あつという間に3,000フ イ

ー ト。あまりにうます ぎて参考にならないと、内

′亡、ぼやく。

ギアダウン !!

せっかく習ったんだから、復習 とばか り、単座

の Astirで 、その日の飛び納め。離陸後まもなく

強いサーマルに ATが突入、グーッと持ち上がっ

てい くのを目にする。引かれて入っていって、軽

くなって上昇 してい くのを感 じ、リリース、右旋

回。その直前、高度計の読みは2,000フ イー トの筈

だった。スポンと抜けてしまって、更に2回探っ

て回ってみた。何か周 りの様子が違って見える。

低い。高度計を見ると500フ イー トを指 している。

2,000と 読んだのは間違いで1,o00だ ったのだ。飛

行場へのパス角が異常に浅い、ほぼ水平に見える。

ダウンウインドヘ向かって急旋回。誰かがダウン

ウィン ドヘの進入をコール し、piccart(ビ ス ト)

がそれに対 し、グライダーが 1機、低い高度で向

かって くるので、お前はナンバー2だ 、と言って

いるのが聞こえる。ダウンウィンド上、停止点を

真横 に見る地点で高度は180フ イー ト。ダウンウ

ィンドに乗つてから、ビス トが 2回 ほど呼んで何

か言っていた。その何かが普段のや りとりで使う

表現とは違い聞き取れない。ベースターンを早め、

飛行場敷地外周あたりで、スピー ド、スピー ドと、

唱えながら開始、そのまま180度旋回、アプロー

チヘ入る。向き直った瞬間、無線が入る。「ギア

ダウン |!」 。脚を降ろしていなかった。手探 りし

て脚を降ろし、ロック。一瞬の間をおいて、姿勢

レベル、フレアーに入 り、最後の引き起こしも十

分、ス トールランディング。ギアダウンをコール

してくれた外人がニヤッと笑って、「You buy me a

beer,okay?Jと 一言。何ダースでもおごってやる

よ、と返 して一件落着。

冷や汗たらたら、50k

翌29日 、風は南、15～ 18ノ ット.サーマル予想

は4,000～ 5,000フ イー ト。おいで、おいでをして

いた南の空の積雲 も、昼前には消えてブルー。そ
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の日の 2回 の トライはほぼ同じパターンで終わっ

ていた。4,000く らいまで上が り、いざ南進。7、 8

キロ進んで、眼前に黒々とブッシュ帯が広がって

くる頃までには2,500フ イー トくらいまで落 とさ

れ、お帰 り。

昼食後、 2時 頃、駄 目もとで飛び上がる。4,000

フィー トで南進 して、午前中落 とされた辺 りでヒ

ット、4,000ま で戻す。「行ってまえJである。黒

いブッシュの上を飛んでいる頃、オーデイオバリ

オが駄目になる。そんなに頼 りにしてはいないと

はいえ、嫌な気分である。「翼端がサーマルを教

えてくれるJの教えを念 じ直 し、進んでいったが、

高度はやがて2,500フ イー ト。なんとか戻 して、又

4,000。 このパターンを繰 り返 して、ガルガloキ ロ

手前で、ついにヒットせず、高度は1,500フ イー ト

迄下がってしまった。アウ トランディングをコー

ル。1,ooOフ イー トまで下が り、探 してあった接地

点を目前に、もう一度だけと、東西に走る木立の

北側を狙ってみた。 じわりとバリオがプラス。丁

寧 に旋 回に入れる。数旋転後、徐 々に強 くな

り、+6位 まで達 した。なんとか3,000ま で戻 し、

南進。「俺はまだ浮かんでいるぞ」 とコール.「良

かったね」 と返事をもらう。ガルガのサイロはず

,っ と前から見えているが、直行はさせてもらえ

ない。高度を失いつつ、懸命に翼端を意識 して、

弱い十にす り余ってサーマリング、揚げてもらっ

て少 し南進、を繰 り返 し、ガルガ手前 5、 6キ ロ

で漸 くまともなサーマルにヒット、3,000ま で、Lが

ってサイロの写真を取 りに行 く。サイロの南側に

入 り込みつつあるのを確認 しながら数枚写真を撮

る。嬉 しさより、復路の苦 しみへ思いが行った。

案の定、帰路すぐに下が り始め、1,500フ イー トに

なってしまう。又 してもアウ トランディング覚悟

で、なるべ く乾いて見えるパ ドックヘ寄せていき、

その北端に沿って東西に生えている木立に、 2匹

目の ドジョウを探 しに行 く。「いた IJ。 なんとか

2,500ま で回復。以降まともなサーマルに恵まれず、

1,700～ 2,500の 繰 り返 し、 しか しなが ら、追い,1ヽ

のせいで足は速い。往路の亀の脚が嘘のようであ

る。飛行場16キ ロ手前で2,700あ り、なんとかたど

り着けそうに見えた。たぐるようにして直行、ダ

ウンウィンド手前で2,000フ イー ト。弱い沈下を利

用 して急旋回数回、高度処理、脱兎のごとく降 り

た。looキ ロ余の行程を4時間掛けて飛んだ。ホッ

とはしたけれど、正直、もうたくさんだ、と思っ

た。

アウ トランディング

翌 日、天候 は昨 日とほぼ同 じ。本来の予約機

Hornctが戻 つて きたので乗 り換 える。 2回 日、

5,000位 まで上がって、南東のWunkcrを 目指す。

飛行場から15キ ロの地点で、2,700ま で下が り、計

算 Lは なんとか帰れる、と戻 り始めた。沈下に入

り、その中を60ノ ット位でだらだら飛んで しまい

銀章ゲット |
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落とされる。 6キ ロ手前で1,500を 切 り始めた。飛

行場は目前。弱いサーマルを捕まえ、半周プラス、

もう半周マイナスの感 じで回つて、一度は1,800ま

で戻 したが、やがて1,200を 切 り始め、アウトラン

ディングコール。数回繰 り返 しても返事がない。

朝のチェック時、マイクの接続が悪いのか、送信

ができないことがあったのを思い返 しても手遅れ

である。800で ラス トコールを入れ、グレイに見

えていたパ ドックヘ場周経路を取る。アプローチ

後半、地面がうねっていて、やや登 り勾配になっ

ているのに気が付 く。うね りに合わせ、やや引き

気味に、波乗 りをしているような感 じでなんとか

着地。降 りて見回す と、なんと、す ぐ東の国そう

に見えるグレイブラウンのパ ドックはアウ トラン

ディングチェックで降 りた場所ではないか。がっ

くりきた。

おそらく無線は通 じていなかったと判断 し、パ

ドックの北端 を東西に走るハイウェイまで歩 き、

飛行場方向へ歩 きながら、まばらに通過する車に

ヒッチハイクを試みる。 1台 日、無視 される。 2

台目、止まって くれた。親子 3人連れで、後席の

大きな西瓜をどけ、席を空けてくれた。二言、三

言、乞われるままに日本語を教えている内に、飛

行場脇へ到着。突っ切って、ブリーフイングルー

ムヘ行き、来たばか りの阪大の学生 3人 にオリエ

ンテーション中の内田氏に報告。無線は、やはり、

入ってはいなかったが、アウ トランディングを目

撃 した車がわざわざ知 らせに来てくれてお り、探

しに行こうとしていたところだった。先ずは順調

にリトリブも終わったが、僅か 6キ ロ手前でアウ

トランディングなんて、カッコわるぅ―。

残す所 2日 となり、サーマル予想は8,000～ 9,000。

条件は尻上が りに良 くなってきている。大阪の中

山氏に Duodiscusに 乗せてもらって、200キ ロ程南

東方面を飛び回り、東の州境迄行 き、まっす ぐ南

北に走る境界の東側の黒々と延々と続 くブッシュ

帯に不気味さを感 じたり、同じ時間帯に飛び上が

つた日本人の Discusと 連絡を取 り合って、途中で

合流、しばらく編隊飛行を楽 しんだりした。一緒

に後になり、先になり飛んでいると、沈下帯、上

昇帯に合わせて、それぞれが上下するのがよく分

か り、“風 を聴か"な ければ、飛べないことを実

感 した。

最終日もサーマル予想は8,000。 内田氏に金高度

を勧められ、バロを積み込んで トライ。 3回立て

続けに失敗。いずれもAT中、1,500～ 2,000で強い

サーマルに入 り、離脱するも、す ぐに外 してお帰

リパターンである。後でタト人教官に説明されたの

だが、サーマル条件の良い日は、低いところでは

サーマルが しっか りしておらず、底部 も高い。従

って高めの位置でヒットしないと、うまく入 り込

めない、とのこと。本人は何か今 日は感 じが違 う

と思いながら、撃墜されていた。午後遅 く、4回

日、漸 く捕まえて、上がれた高度が7,200フ イァ ト。

その辺 りで外 してしまい、 2回 目のワイケリーは

終わった。

諸先輩から見れば、ほんの一歩の50キ ロだが、

私にとっては、邊かに遠い夏の玉水でプライマリ

ーのゴム策を引いたあの辛さ、充実感に匹敵する。

ただし、以来、クロスカントリー恐怖症から回復

していない。

ミンデン、 `00/05'

なんとかと煙は高いところへ上がりたがる

グライダーを再開して、まだソロにも出ていな

い頃、岐阜の教官に勧められて、ネバダの ミンデ
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ンのグライダークラブが売 り出したブロック (前

売搭乗時間枠 ?)を 買ってあった。動機は、ミン

デン=ウ エーブを利用 した高度記録、である。そ

の頃、クラブのメンバーがミンデンでダイヤ高度

を飛んでお り、よし、俺 もいつかは、という短絡

思考である。ブロックの有効期限も迫ってきてい

たので、取 りあえず予約を入れ、ウエーブに関す

る本を読み出した。ウエーブの取 り付 き方、ロー

ターの怖さ等、読み進んでい く内、心細 くなって

きた。手強そうである。まあ、今回はミンデン視

察 くらいにしておこうと弱気になった。

5月 下旬、名古屋を発ち、ポー トランドからリ

ノヘ。「ソアー ミンデンJの トニーが出迎えて く

れ、 ミンデンまでざっと40分の ドライブ。途中、

4月 に日本人が 1人、ダイヤ高度を呆たしたと聞

く。なんと同期の山田氏であった。747のパイロ

ットの彼がダイヤを取つたのはつい最近なのかと

思い、萎縮する。加えて、 トニーによると、時期

的にウエーブを発生する風が収まる頃になってい

るので、ウエーブ体験はできないかもしれないと

言われ、残念なような、ほっとしたような気持ち

になる。カーソンシテイを経て、 ミンデンヘ。標

高4,700フ イー ト、空気の透明感が増 し、広々と

清々しい。西側に山塊、東は起伏 に富んだ平原。

大味なワイケリーとはひと味違って、しかも家並

みがリッチである。国力の差を感 じる。

そのビーチ、待つてくれ !

最初 2日 間、Grob 103でチエツクを受け、ロー

プブレイク等をこなして、OKを もらう。ワイケ

リーの内田氏に比べてチェックが甘い。 3日 日、

Baby Grob 102へ 移行。その3回 目の午後の飛行時。

ダウンウインド進入コールを済ませ、アプローチ

に乗って前方を見たとき、ランウェイ横に併走す

るタクシーウェイを銀色の古い単発ビーチクラフ

トがやってくるのが見えた。私の接地後、離陸す

るものと思い、そのまま進入 した。ビーチはタク

シーウェイエンドで向きを変えてランウェイエン

ドに直角になり、そのまま進んでいる。当然、ホ

ール ドするものと思っていた。止まらない。その

ままランウェイに入ってきて、私の眼前で背を向

け、そのまま離陸滑走に移ろうとしている。その

時私の高度は20m～ 30mも あったろうか。 とにか

くビーチを飛び越 し、先に前に出られると判断 し

た。ひょっとして追突されてはかなわないと、ビ

ーチを飛び越えつつ、滑走路右端を狙い、軸線修

正 とほぼ同時に接地 となり、軸線修正の必要上、

遠前方を見続けていたせいで、なんとかうまく接

地、スピー ドが弱まるのを待って、滑走路脇の砂

地へ持って行った。ビーチはそのまま離陸してい

った。機体を取 りに来たグラウンドボーイによる

と、私のダウンウインドコールを聞いていないと

言う。マイクが遠かったのではないかと言われた。

アプローチでビーチを視認 した際、再コールすべ

きであった。

ウエーブ初体験、レニーよこんにちは

その日の4回 日、サーマルを漁 りながら、飛行

場周辺を飛び回つているとき、 トニーが「ウエー

ブが出ているぞJと 呼びかけてきた。なるほど、

西の山塊上空東 よりに、南北にのびるレンズ雲、

lennyが望見できる。てっきり同乗でウエーブ体

験をさせて くれるものと思い、「帰るJと コール

して降 りてみたら、 トニーはそのままウエーブヘ

入っていつたらどうだ、と勧めたのだという。俺

のヒアリングも大 したことはないなと自嘲 しつ

つ、マーテイとlo3で ウエーブ体験に飛び立つ。

AT機に引かれ、南北にのびる lennyの 真ん中、
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下あたりを、風上側、西へ、ridgcss上 空へさしか

かる頃、バリオが ぐんぐん上昇、+8を 指す頃リ

リース、左旋同、南へ、ウエーブの幅を探る。非

常に静かな中で、バ リオが+2～ +8を 指 し、 ぐ

んぐん_11昇 。やがて上昇率が ドがって 0を 指す時

点で、北へ旋回、風上傾1を 北 Lし て、ウエーブの

北限を探る。又、静かに L昇 し始める。Lennyの

風 L側 を折 り返 し往復する。ちょうど山塊 と飛行

場の間を南北に走るハイウェイ上空だ。本に書い

てある通 りのレンズ雲を間近にし、感激。18,000

フイー ト手前まで上昇。酸素マスクを試 してみる。

やがて風下へ向かい、lennyを 背にする頃、一

10の 沈 ド帯に入 り、その中でダイブを使って降下。

9,000フ イー ト辺 りで沈下帯を逃れて、飛行場へ。

ウエーブ初体験の感想は、ひょっとした場いけそ

うだ、である。恐れをなしていたローターも大 し

たことはなかった。飛行場からridgessの 高さまで

引かれている間、がぶられたが、ハワイの強風時

経験 したがぶ り位の程度である。この日、18,000

フィー ト以上、上昇する場合、開いても場うウェ

―ブウィンドウを、我々は飛行中に要請 しておら

ず、事実その高度の手前まで しか上がっていなか

った。 しかし、他の数機がその高度を越えて上昇

してお り、彼 らは18,000を 越える前にコールして

ウエーブウィンドウを開けてもらっていた筈であ

った。 しかし、私はウエーブフライ トを事務所が

承知 している場合、ウエーブウインドウを開けて

おいてくれるものと思いこんでしまった。この馬

鹿な思いこみが掟破 りにつながっていった。

4目 目、午前中は10キ ロ範囲位で飛び回 り、午

後、 トニーに、バロと酸素 と積んでいき、金高度

を狙ってみろと勧められる。雲底がH,000位 で、

それより上にゆけず、断念。レンズ雲ができはじ

め、もう少 し待って見ろと言われ、待機するが、

駄 日だった。帰 り際、駄 日もとで、 トニーにもう

少 しましな単座に乗せろと頼んだところ、しばら

く躊躇の末、Discusに乗せてくれることになった。

余 り期待はしていなかったから、嬉 しさと不安が

相半ばだった。マニュアルを借 りて帰 り、その夜

はお勉強。

5日 日、待
tF7の

Discus。 乗 りこなせるかなとい

う不安を胸に、チェックをしていると、練習生に

教えていた トニーも、わざわざ手を止めて見に来

て、あれこれ念を押す。Baby Grobよ り、離陸滑

走を難 しく感 じた。浮いてしまえば後は大差ない。

ス トリングをキャノピーに扶んで しまってお り、

滑 りは自前の鋭い三半規管でチェックするほか無

い。おとなしくitを 試 した り、ス トールに入れて

みる。少 し慣れたところで、急旋回を試みる。心

地よい。 回頭
′
性がすばらしい。 lo3、 102の 倍 とい

えばオーバーだが、あっという間に方向を変えら

れる。ダウンウィンドで、「gcar dOwn,gear downJ

と数回唱えて確認。アプローチでは、ダイブの使
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用量が今ひとつ掴めず、足 りないと思って、使い

すぎ、ぐんぐん下がつて、ほぼ全閉まで戻したり、

散々だったが、フレアーもうまく決まり、中心線

上 に着地。心配そ うに見ていた トニーか ら、

「BeautiflllJの 声をもらう。更に数回、飛び上がる

が、最初の接地がベス トだった。

金高度

6日 日、27日 。午前に続いて、午後の 1回 日、

飛んでいると、 トニーから25,000フ イー トまでウ

エーブウィンドウを開いたから、「やるか」と言

ってくる。ちようど下がりかかつていたから、す

ぐに着陸。Baby Grobに 乗 り換えていけ、と言わ

れる。 トニーの大事な Discusは 使わせてくれない

のかいなと思ったら、さに非ず。顔にぴつたり合

う酸素マスクが Discusで は使えないからだ。ラン

ウェイ横で、そのまま、薄着のまま、乗 り換える。

AT機のパイロットが、そんな薄着でいいのか、

と言ってす ぐ、25,000ま でなら、いいだろうと言

い直す。彼にウエーブに入つてからリリースのタ

イミングを無線で指示 してくれるように頼んで離

陸。がぶられながら、ridgcssへ向かい、9,000辺 り

でリリースを指示される (実際は10,500だ つた)。

その日は全 くのブルーでレンズ雲は無 し。南北に

飛び始めたが、+2位で始めたのがやがて 0、 更

にマイナスになってくる。不安になってきて、思

い切って西へ、ndgessの 方へ寄せてみると、上が

りだ した。その地点上で南北の折 り返 しを始め

る。+4～ +8で上空へ、高度計の長針がゆつく

難
|=

畿1糠|

20,000Feetか らのLake Tahoeの眺め
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りと確実に動いている。静穏、滑らか、非現実的。

空の青さが増 してきて、ridgessの 西側の南北に長

い Lakc Tahocが眼下に広々と滑 り込んでくる。そ

の北、南、西に延々と連なる「II々 。「すげぇ―」

と声に出し見惚れていた。高度計の読みがよく分

からなくなってきた。長針 と短針の指 している示

度があまりに普段の読みと違 うので、頭が信用 し

ないのである。何度 も見直 して、20,000フ イー ト

を越える辺 りで、3,000mは やつたと思う。この頃

までに上昇率は徐々に下がってお り、+2位にな

っていた。キャノピー越 しに陽の当たる上半身は

大丈夫だが、膝から下が寒い、特につま先の感覚

が無 くなってきて、痛いような気がする。靴の中

で指をもぞもぞ動か したり、胴体を蹴った りする

が効果無 し。 トニーが 2、 3回高度を聞いてくる。

25,000を 越 える辺 りで、バ リオはゼロ、で も、

5,000mも 取れたのではと思う。 トニーに連絡、も

う上がれない、と言うと、適当に楽 しんで帰って

こい。と言われる。寒さも寒 し、 トイレにも行き

たいし、帰ることにする。風下に向かい、沈下帯

に入 り、ダイブ全開。旅客機から見下ろしている

高度感である。左右にフォワー ドスリップ、それ

ぞれ長い問入れっぱなし。バリオの針はマイナス

loを 越えて張 り付いている。スリッピングターン

もまじえてひたす ら降下。あんなに降 りたいと思

ったことはなかった。10,000フ イー ト辺 りから

ridgcss越 えのローターに入 り、がぶられだし、ダ

イブを閉じて、沈下に任せる。ダウンウィンド上

でもタービュランスにあおられる。スピー ド、ス

ピー ドと声に出し、60ノ ットを保持、なんとか無

事に着地。

事務所でバロを見た トニーが、3,000mは 匿|い 、

と言って、調べて くれる。その結果、5,000mの記

録には500フ イー ト足 りないと言う。離脱高度を

実際より低いと思いこんでいた。 しかし、あれ以

上は上がれそうもなかったから諦めはついた。そ

の夜、数日前に飛びに来て、仲良 くなっていたカ

ナダ人のおじさんとフランスレス トランヘ。ワイ

ンが廻るにつれ、3,000m記録が転が り込んだ嬉 し

さが高まってきて、ハイになり、自分でも呆れる

ほど滑 らかに英語が口をついて出始め、その日ま

での聞き役が攻守逆転、喋 りまくった。

ど沈下の中を帰投

7日 日午後 2時過ぎ、ウエーブ再挑戦。離陸後、

高度を上げ、ridgcssに 近づ くにつれ、がぶ為れだ

す。ひねり上げられ、ひね り下げられ、その都度、

索にたるみが発生 し、次の瞬間、ピーンと索は張

り、 ぐいつと機首を持っていかれる。AT機の挙

動で、風のあお りを予想 し、身構えこそするが、

自分の腕前では直 しきれない。左旋回中のある一

瞬、AT機が、ふあっと沈んでい くと見えた次の

瞬間、自分が前に出て、AT機の有に並んでお り、

つかの間、編隊飛行。両舵を軽 く右へ取 り、ただ

待つのみ。AT機が力強 く前に出て、索が強引に

私の機を真後ろに着ける。ここで切れてもランウ

ェイ迄は 5、 6キ ロ、何 とかなると思っているし、

なぜかロープの強度に絶対の信頼を置いていた。

11,000く らいでリリース、+4だ った。そのまま

風上へ進んでいっても上がらない、北へ90度変針。

ridgessへ 寄せたり、離れたりしても徐々に下がっ

てい く。上空は全 くのブルー、通か北東に二次波

の存在を示す レンズ雲が見える。飛行場北西の、

ハイウェイからLakc Tahoeへ続 く峠道の上空辺 り

迄来て、機首を返 し、南の飛行場を見る。ほぼ10

キロ強。遠 くて、低い。やばい、と思い、ワ|き 返

すことにする。南南西の飛行場へ向け、ridgcssを
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離れるにつれ、沈下が増す。マイナス 4か ら8へ。

ridgess風 下の沈下帯について読んではいたが、恐

ろしい沈下である。前の日は高空から下がつてき

たから、同じ沈下率でも、対地的にさほど感 じな

かったが、今回は地面が迫って くるのが実感でき

る。マイナス6～ 8の 中を、増速、一 日散である。

南北方向の滑走路へ進入コールをする地点が漸 く

間近に迫 り、ほっとする。場周高度 1,200に対 し、

着いた時点で1,500。 西からの横風で、吹き流 しは

滑走路にはぼ直角、やけに長 く見える。21か ら降

りるべ きであったが、高度に自信がないので、そ

のまま横風着陸。接地直前、機首が左へ取 られて

いく。右を当て、フレアー。スピー ド殺 しきれず、

軽 く1回 ジヤンプ。地上滑走千鳥足。反省、なま

じ、その前に2回すんなリウエーブに入れたので、

今回も何 とかなると思ったようだ。素人は怖い。

ちょんば、幻のダイヤ

8日 日、依然、西風強し。午後、Discusか ら102

へ乗 り換え離陸。酸素 もたっぷ り補給、準備は万

全 と思い、飛び上がって、又 しても、又 しても、

ス トリングをキャノピーに挟み込んでしまってい

た。Discusも 入れて、4回 目。相変わらずタービ

ュランスはきつい。でも慣れは恐ろしい。こんな

ものかと思っている。でも、一度、ひやっとした。

猛烈に放 り上げられ、その一瞬後、吹 き下ろされ

たとき、ロープが鞭のようにしなり、その撓 りが、

生 き物のようにロープを伝って駆け下 り、キャノ

ピー直前をピシリと叩いた。今回は別な トーパイ

ロット、ジョージが翼を振ってリリースタイミン

グを教えてくれ、まだかなり、がぶられていたの

で、そのまま風上へ前進、ローターの前の部分の

リフトをさぐり、西へ出たり、風に押 し戻された

りしている内に、南北に走るハイウェイの少 し東

辺 りから、ゆっくリプラスが持続 し始める。再度、

風上へ戻ってい くと、沈み始める。プラスの始ま

った辺 リヘ戻 り、上が り始めるのを確かめて、そ

の位置から南北へ、折 り返 し飛行を繰 り返すにつ

れ、ゆっくリプラスが増 し、+4に なって安定。

半信半疑ながら、ウエーブに入ったと思う。時折、

+6～ 8に なるときもあるが、+4を 中′しヽにして

上がっていく。前回に比べ、リフトが弱い。東西

にず ら してみ て も+4が 最高 になって きた。

15,000辺 りで+3、 20,000位 で トニーのコールが入

り、状況を聞いてくる。上がらないと言うと、10

分 も経てば、もっと上がると言 う (こ の時点で、

25,000フ イー トを越えるのであれば、その許可要

請が必要と言つてくれていれば)。 なんとか25,000

フイー トに達し、前回の金高度のこともあるので、

26,000は 欲 しいと、+1か 2で頑張るも、27,000で

頭打ち、あちこち探っても、それ以上上がらない。

事務所を呼び出し、27,000で 、それ以上上がらな

いから帰ると告げると、25,000以上のウエーブウ

ィンドウのオープンは中請 していないから、す ぐ

降 りろと言ってきた。掟破 りである。後で冷静に

考えれば、パイロット側が事前申請すべ きが、理

の当然なのだが、それまでの数回の飛行では、事

務所側で事前に開けておいてくれたので、今回も、

と思いこんでいたのだ。降 りてみると、雰囲気は

冷たい。リノヘ行 き来する定期便 との衝突の可能

性、それが必然的に Soar Mindcnの 有するウエー

ブウィンドウ権の剥奪につなが り、商売に大 きな

損害を与えることになるからだ。こちらもその時

は少々頭に血が上っていたから、ウエーブウィン

ドウに関する事前のブリーフイングが無かったこ

とを指摘、その非を認めさせたが、や りすぎであ

った。か くて5,000mの 記録は認められず、やけ酒
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となった。

苦労のダイヤ

9日 日、朝から風が強い。案の定、事務所へ着

くと、 トニーが、ウエーブが出ているから、飛ぶ

か、と言うc気持ちを切 り替えて応 じ、出張かい

帰って、翌週アクロを教えて くれる予定のアンド

リューから、今更何をと思いつつ、ウエーブウイ

ンドウのブリーフイングを受ける。通算 5回 目の

ウエーブフライトになって、ウインドウの範囲が

どうとか、位置がどうとか、言われてもしっくり

来ない。 1回 目、ウエーブ進入の合図をもらって

離脱 した地点から、もう少 し風上へ伸ばすべ きで

あったのを、そのまま南北の折 り返 しに入れてし

まい、下がる一方となり、10キ ロ風下のランウェ

イヘ舞い戻る。

そのまま再離陸。7,000を越えた辺 りからのがぶ

りはそれまでの最悪だった。乱流に入ると、踏ん

張っている両足 もろとも浮き Lが りそうになるc

ドンと来て、中の物が散乱 し、床のゴミが日の前

25,900Feet、 バリオ±0

に固まって浮かび上がってくる。右ポケットに入

れてあった 1リ ットルのペットボ トルが飛び出し、

キャノピーの内周にきれいに沿って、回転 しなが

ら廻 り落ち、そのまま後部へ吹っ飛んでいった。

後で気が付いたが、バ ッテリーを固定するベル ト

が外れかかっていた。AT機 にグーンと近づいて

いって、ロープが見えなくなった。このたるみが

張 り切って、ぐいっと引かれるのが予想でき、身

構える。頭がのけぞるほど引っ張られる。慣れと

は恐ろしい。切れるなどとは全然思っていない。

修正努力などとっくに放棄 して、ひたすらお任せ

である。 ぐいぐいと引っ張ってくれる AT機が頼

もしい。風上へ向かい、リリースのコールを聞い

て、10,800で離脱 (後で上空で確認)。 そのまま上

昇 してい く。うまく人ったようだ。バリオが下が

り出すところで南へ緩旋回、南北への折 り返 しに

入って、強い所を探る。やがてぐんぐん上昇を始

め、+8～ 10に 達する。 しばらく平穏、快調な上

昇を楽 しんで、18,0001'ま で上が り、+4位に_ト
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昇率が落ちだしたのが20,000フ イー ト位。その先

のウエーブウインドウが気になり、事務所を呼ぶ

と、18,000フ イー ト以上にまだウエーブウィンド

ウを要請 していないから、18,000以下に降下 しろ、

と言ってきた。どうやら、この日、ウエーブ トラ

イに飛 び上が ったのは私 が最初 で、従 つて、

18,000を 越える手前で、ウインドウオープンを要

請すべ きだつたのだ。それをウエーブ トライに上

がった時点で事務所が要請 してくれたものと思い

こんでいた。それまでのウエーブフライ トでは、

事務所が先に開いておいて くれるか、私 より先に

飛び上がったパイロットが要請済みであつたの

だ。いずれにせよ、上限高度を越えようとする、

又はウエーブウィンドウを必要 とするパイロット

が要請又は確認すべ きなのだ。さて、指示に従わ

ないわけにはいかない。泣 く泣 く、ダイブを開き

降下。「下が った」 とコール。 しば らくして、

25,000フ イー ト迄ウインドウオープン、と言って

くる。+3～ 4で再上昇。23,000位 で、27,000ま で

のウインドウオープンを要請。 しばらく待て、と

言つたまま、梨の礫。延々と待たされる (着 陸後、

聞いてみたら許可が出るまでに20分余掛かったそ

うだ)。 とっくに膝から下は冷え切っていた。昨

日の今 日のこと故、今回は持参 した冬物の長い靴

下、アウターパ ンツ、ジャンパーと、冬装備なの

だが、足先は痛いほどに冷たい。更に困ったこと

に大分前から尿意を催 していた。風下に寄 りすぎ

たのか、上昇率も落ちている。その内に尿意耐え

難 く、仮に今す ぐ降 りても、下まで保ちそうにな

いように思えてきた。それまでの記録狙いはせい

ぜい 2時間半程度が最長で、なんとか我慢できた

から、尿袋は今回持ち込んでいない。何か、代用

品は ?あ った。酸素マスクを入れるビニール袋が

あった。もぞもぞと準備する。寒さ厳 しい高空の

中、お察 しの通 り、哀れ、我が虐、子は、あらん限

り表面積 を少なくしている。詳述は避けるが、案

ずるよりなんとかで、割合うまくいき、量の多さ

に驚 く。ほつと、袋を持ち上げてみたら、なんと、

ぽたりと滴が落ちた。袋の上の方に、擦 り切れて

できた小 さな穴があったのだ。吊り下げて持って

いるわけにもいかないので、小窓から外へ。そう

こうしている間に高度は下が り、20,000フ イー ト

まで落ちていた。すっきりしたお陰で、やる気を

取 り戻 し、風上、風下と探ってみたが、+0か 1。

コンピューター制御のエンドレス天気予報を無線

で聞いてみると、山塊にはぼ直角に吹き Lが って

いた風が、南よりに変わっていた。風上に、山塊

に対 し、やや斜めに軸線を会わせ、進んでいった。

これで駄 目なら諦めざるをえないと思っていた。

山塊上空に達する頃、 じわりとバリオが動 き出し

た。+3か ら4に な り、丁寧に南北 に折 り返す。

25,000に 回復するまでの長かったこと。 しかも上

昇率は落ちて27,000に 達する頃には+1がせいぜ

いだった。それ以上のウインドウオープンを要請

する気力は無 く、事務所に離脱高度を問い合わせ、

廻 らない頭で数回計算、5,000mは 何 とかなりそう

と思えたとたん、つま先の痛寒さに帰心矢のごと

し。風下に変針、シンク帯へ。21滑走路を選んで

着陸。滑走路脇がクラブの機体置き場になってお

り、機体の外へ出た。自分の液体の跡が気になっ

ていたのである。隠しようもなかった。小窓から

胴体後部ヘー直線に一定の幅で歴然 と残 つてい

た。やがてやって来たグランドボーイに、にやに

やされながら、後始末。事務所のサ ンデッキで、

つま先を暖めている間に、アンドリューがバロを

調べてくれて、5.000m、 OKを 知らせてくれる。3
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時間と5分。無理矢理、爪を立てて這い上がった

27,000フ イニ ト。ただ、ただ、気持ちが疲れてい

た。

単独アクロ

5月 31日 、10日 目。昨日までと打って変わつて

calmである。今 日は、来る前から楽 しみにしてい

たアクロが習える。ハワイで免許を取つた後数日、

loop,barcl,clover leaf,invcrtcd,wingovcr(Stall tum)

等を経験 し、loopと barel位は、機械的にせよこ

なしていたので、期待 していた。アンドリューに

レクチャーを受け、一緒に103で飛び上がる。飛

行場北側の空域で、アクロ開始を宣言、loopか ら

始める。南北に走るハイウェイが、良い参考 目標

になり、難 しく感 じない。Clovcr lcafに 移 り、お

手本に続 き、やってみるが、90度右方向へのひね

りに入るタイミングが遅すぎた り、早すぎたりし

て、なかなか角度が決まらない。最後は背面であ

る。ハワイではロールを打 って背面に入れたが、

彼は宙返 りの トップで、そのまま背面に入れると

いう。彼が入れた瞬間、床のゴミ、砂が文字通 り

降ってくる。鼻に入ってくしゃみが出そうになる。

背面に入ったところで、「you have」 、まっす ぐ飛

べと言われる。ノーズと水平線の位置関係が定ま

らない。 ぐんぐんスピー ドが乗ってきて、彼に取

られて、ロールバ ック。帰る途中で、酔ってない

かと訊かれるが、快調そのもの、体中にア ドレナ

リンが駆けめぐり、高揚 している。午前中、もう

一度 トライ。主 目標 と副 目標が見 えて くると、

clovcr lcafが 決 まりだし、楽 しくなる。昼食後、

腹の中身が しっか り落ち着 くようにと休みを延ば

し、 2時過ぎ飛び上がる。今度はアンドリューが

自分の routine(科 目の組み合わせ)を デモるとい

う。曳航途中強いサーマルにぶつか り、切って上

がれと言われ、離脱するも、すぐ外 してしまう。

ダウンウィンド進入高度より下がりだしたら、代

われと言う。飛行場上空で粘ることしばし、弱い

リフトが見えるかのように、深いバンクで微妙に

位置を変え、たぐつていく。うまい乗 り手に変わ

ってもらって、生き生きと走り出した馬のように、

飛び上がりだした。やがて、8,000フ イート。一通

り、連続技を見せてくれた後、低 くなって着陸す

ると、自分は後席からさっさと降り始める。こち

らはまだやる気だから、そのまま座っていたら、

1人 で行ってこい、と言われる。口からは「Surc,

OK」 とす ぐに出たが、内心、ウッソー、ホン

ト?と 思っていた。連続で loop,hammcr hcad,

clovcr lcafを やってこい、 と言う。Hammcr hcad

はまだよく分からない、 と言うと。じゃあ、loop

と c10ver leafを 連続で、となった。用意をしてい

ると、又、寄って来て、loopだ けにして、しかも

連続ではなく1回 、 1回独立させろ、と言う。ど

うやら心配になったらしい。 1人 で曳航されなが

ら、1人で宙返 りがやれる、とニヤついていた。

アクロをやるぞ、 と宣言し (clearing tllmを するの

を忘れていた)、 南北に走るハイウェイに沿わせ

て、 1回 日、 トップを過ぎて、地面が視界に入つ

てくる。ノーズがきちんとハイウェイの線上に乗

っていく。「よ―し、よ―しJと 口に出していた。

直して、しばし直線飛行。2回 目もまずまず。高

度はまだまだ余裕があるようにも思えたが、大事

をとって、降りてきた。アクロは気持ちを高揚さ

せ、体を活性化させるようだ。場周経路の各旋回

もスパッと決められる気がするし、着陸進入時も

前がよく見える気がする (そ うゆう気がするだけ

だ、という岐阜の教官連の声が聞こえる)。 とに

もかくにも、 1人 で宙返 りをやった嬉しさでビー
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ルがうまかった。

6月 1日 、最終 日。ウエーブシーズンの終わ り

を告げるかのように、穏やかな空。前の週、5日

ほども続けて風が吹 き、ウエーブができたのは、

この時期 としては珍 しいと周 りが言っていた。 ト

ニーによると、この10年、 6月 1日 を境にぴたつ

と風が収まってきたそうな。 してみると、どうや

ら運が良かつたらしい。

午前中、Discus乗 り納め。大 したサーマルに恵

まれず、昨日の興奮の余勢を駆って、急旋回を楽

しむ。昼前に、用事を済ませたアンドリューがや

って来て、アクロ再開、同乗で 2回 。今回は習っ

たTl´ 日を連続でやる練習をする。 ^通 り終わった

ら、「I haveJと 言われ、背面状態から、急角度に

ひねられ、直して見ろ、と渡される。直すと、又、

操縦交代、背面から違った姿勢に放 り込まれて、

「You havcJ。 3回 目はスピンに入れられ、 3転 目

になっても直 しきれず、取 られてしまった。様々

な異常姿勢からの回復を試されたようだ。着陸も

更にチェックが入 り、ダウンウィンド上で、30R

に降 りろ、と指示される。30Rは 30のす ぐ横に平

行する曳航機用のダー トで、4、 5mの 幅で30の エ

ンドかる始まり、2、 300m程で30に 繋がっている。

両側は背の低いブッシュが生えている。当然、上

から見ると、細い。でも、その時の「加藤 さんJ

はアクロを終わって、ア ドレナリンが満ちあふれ

ている別人である。結構 うまく降 りて しまった。

2回 日、ダウンウィンド半ばで、30を 見ると、グ

ライダーが 1機、フックアップに入ったところだ

った。アプローチに入る頃には離陸 し終わってい

るように思えたが、ためらわず、30Rを 選んで降

りた。アクロの高揚感のなせる業である。そのま

ま単独でいけ、と言われ、100pと clover leafを セ

ットにして、別々に2回 やってこい、と指示され

る。Clovcr lcafが 害」合うまく繋がってできた。ひ

ねるタイミングとかitの 入れ具合が対地的にでき

るようになったように思える。降りてきて、アン

ドリューに、どうだった、と訊くと、客が来て事

務所へ戻っていたから見ていない、と言う。なん

とまあ、大 %か な、と呆れ思う。もう ^度行って

こい、 となって、今度は loop,c10ver leaf,hammer

hcadの セットで2回 ということになった。初回、

clovcr lcaf迄 はうまくいった。Clovcr lcafの 4つ 目

の葉を描き終え、引き起こしから、垂直に上昇、

右ラダーを蹴るタイミングがIFTれ た。 トップから

有ヘノーズが向かう辺りから、かぶりだしてきて、

宙づり。さてどっちへ持って行かれるのか、嫌な

気分である。失速気味になって落下。2セ ットロ

は hammcr hcadは クトした。さすがにこれだけ飛ぶ

と、気持ちに体が付いていかない感じがして、打

ち止め。傾 く陽を浴びて、坊主頭と鯨のように細

い目を輝かせ、私のミンデンは終わった。
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「何とかなるさ」

昭和49年卒業の私にとっては、同志社大学 (い

や同志社大学の航空部)での現役時代の思い出は、

50歳 になった今でも鮮明です。当時も色々な大学

生活が有ったと思いますが、私にとっては航空部

だけだったと思います。

4月 に入部させて頂 き (?)、 グライダーに乗っ

て遊べるし、また体育の単位 ももらえるとは、何

といいクラブだなと、軽い気持ちで入部 したはず

です。一応、工学部の私にとっては勉強が主力の

はずで、クラブに入っても勉強とクラブを両立 し、

理想的な大学生活が送れるとの思いでのスター ト

でした。

6月 12日 から5日 間の、福井の春江・福井空港

(空港とは言っても、 1日 2便の YS ll?だ った様

に記憶 しています)で の新人合宿は強烈で した。

合宿所は2階建てのプレハブで、 トイレは空港事

務所の共同 トイレを使用させて貰いました。朝ま

だ暗い4時 に起床 して機体、機材の準備を行い、1

日に1～ 2回 搭乗 させてもらう為に、当時は自動

車曳航の時代でしたので、ランウェイの着陸地点

に待機 し、グライダーが止まるまで翼端をおとす

なとの諸先輩からの命令で、一生懸命走 りました。

これを朝の日の出と共にスター トし夕暮れまで、

途中休めるのは、 2便の定期便の時と、交代で採

る昼食の弁当の時 ぐらいで した。先輩が滞空され

た時は、大変うれしかった事を憶えています。

2回 目の合宿 も同 じく福井.3回 目の合宿は 6

月27日 から7月 4日 迄の、初夏の富山空港でした。

合宿所から神通川の河川敷にあるランウェイのピ

ス トまでのランニングは相当こたえました。なに

せ入部 して買わされた「紺のつなぎJでのランニ

ング。「紺のつなぎJが自く塩 を吹いたのを今で

も憶えています。 8日 間の合宿中風呂は3～ 4回 、

日召和49年卒 宮 原 幸 春

それもほとんどつかるだけ。Y君 と合宿所の前で

夕 日を見ながら、「何 とかなるさJ と励 まし合っ

た事を思い出します。

9月 20日 の事故から翌年の5月 迄の休部。飛ベ

る様になってからは、ようや く飛べるんだとゆう

喜びも有 り、大学の勉強もそっちのけで、他大学

の合宿にも参加させてもらい、搭乗回数を稼 ぎま

した。その甲斐あって何 とか3年生の5月 13日 に、

飛行回数102回 で初 ソロにこぎつけました。飛行

回数112回 では、北尾教官に曳航 してもらっての

飛行機曳航での初ソロも出来ました。130回 目に

妻沼 にて25分 の滞空 も出来C章 。 3年 生の時の

H23-Cでの全国大会への 3年ぶ りの参加。他の高

性能機をさしおいて、一番最初に高度を獲得、距

離競技で 1番 目にスター ト出来た時の優越感。何

回も辞めたいと思った危機を乗 り越えての、今か

ら思えば一番楽 しい経験をさせて頂 きました。残

念ながら、4年の時の思い出は、あまり有 りませ

ん。

思い付 くままに航空部での思い出を振 り返って

みましたが、何 と言っても、普通では経験出来な

い合宿を経験 し、グライダーの楽 しみを少 しでも

経験出来た事 と、真の友人を作れた事と思います。

今でも、時々会う友としては、同期の内田、橘そ

れとYで す。昨年のゴールデンウィークには、内

田 (当 時、ケニア・ナイロビの東京三菱銀行の出

張所勤務)の誘いで、同期の中村、Yと 私でアラ

ブ首長国連邦・ ドバイ経由でナイロビヘ行 き、サ

ファリ旅行を満喫 して来ました。サファリ旅行中

に見た夕日と、富山での合宿中に見た夕日がダブ

ってしまいました。

ところで、Yと は私 と同郷の福岡の出身で、航

空部に入部 したのが初めての出会いで、2年 ?の
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頃交通事故を起こしてしまい、途中退部 しました

が、それからも他の同期の皆 と同じ気持ちで付 き

合える友です。Yは現在、雪印乳業・本社営業部

の部長であ り、一昨年には奥さんをガンで亡 くし

てしまいました。でも明るく、逆に単身赴任の私

ナイロビの休暇

の事を,し、配 してくれる位で、感謝 しています。

昭和49年 の同期は、入部 した時は、20人弱いた

と思いますが、4年 まで一緒だったのは8名 です。

8名 とY、 今 まさに「何 とかなるさ」の心境の真

っ最中です。

左より 中村洋一郎 筆者 横手 (退 部)  内田正人
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我が青春の回想録

先日一通の手紙が届いた。何とそこには「翔友

原稿のお願いJと 書かれているではないか。決し

てエースパイロツトなどではなかった私は、大会

経験などほとんどなく、さて何を書こうと思い、

とりあえず LOG B00Kを 引っ張 り出して来た。

見返している内に、段々と新鮮な気持ちが蘇って

来たので、思いつくままに当時を振 り返ってみた

い。

よく「10年一昔Jと 言われるが、私が大学に入

学 したのがちようど10年前になる。バブル経済 と

言う風船にちょうど1本 の針が突 き刺されようと

していた時期であったが、そんな事はどこ吹 く風

で希望に満ち溢れて ?の入学であった。田辺校地

の問をくぐると、一番 目立つ場所 に燦然 と輝 く

A10N Ⅱが展示 されていたのを今でも鮮明に覚え

ている。す ぐさま「これだJと は思ったが、多少

なりともビビリが入 り、悩みながらウロウロして

いたところ、サングラスをかけた怖そうな先輩に

勧誘されてようや く入部を決心 したのが実情であ

る。そんなこんなで始まった私の航空部生活であ

るが、今でも′と、に残る瞬間が二つある。

まず第一は、やはり初ソロの瞬間であろう。平

成 4年 9月 現在、同期 8名 の内、花井、山本、今

川、瀬川、と4名 が既に帽子の色が変わつていた

(初 ソロを終えると色付 きの帽子がかぶれる)。 飛

行回数63回 で臨んだ9月 合宿。何 もないまま飛行

回数だけを重ね、ついに合宿最終 日。その日の 1

発日、大工の佐々木教官。 2発 目も佐々木教官。3

発日、搭乗前に急 きょ教官が変わり、名城の安福

教官。「これは何かが起こる」 と勝手に想像 し意

気揚々と乗 り込み出発。「ウインチ早い110Jな ど

とのたまっていると、高度200m位 で突然の衝撃。

念願のダミーである。当然予想 していた私は手際

平成7年卒 上 田 浩 亮

良 く緊急操作 を行い何事 もなかった様に無事着

陸。心の中で「ヨシッ」 と叫びながら講評を聞 く

と、ついに単独飛行の許可が下 り、風を待つ事に

なった。別に上昇気流を待ったのではなく単に正

対風を待ったのは言うまでもない。ところがであ

る。幸運の女神が夫婦喧嘩でもしてヘソを曲げて

しまったのか、急に横風が強 くなり始めてしまい、

ついに合宿終了。私の初ソロチャレンジ合宿は失

意の内にむなしく終わってしまったのである。

そうこうしている内、積極的に他大学の合宿に

外人参加 していた大館 も初 ソロを終えてしまい、

ついに6番 目のパイロットに成 り下がってしまっ

た。

そして、今度こそはと意気込んで迎えた同志社

11月 リベンジ合宿。合宿 3日 日、教官は上田教官

である。相手にとって不足はない。「336準備ヨシJ

「同志社 ピス ト336準備ヨシ、出発用意Jいつもの

無線交信を終え出発.無事安全高度を通過 し、高

度200m。 そろそろかなと思いきや何 も起こらない。

今回は諦めかけていた矢先、高度350m位でお待ち

兼ねのダミーである。「えらい高いダミーやなJ

と思いながらも無事着陸した。風の状態が良かっ

た為、続けて搭乗 し (も ちろん単独)よ うや く念

願の初ソロの夢が叶えられたのである。フライト

内容がどの様なものであったかはあまり記憶にな

いが、ただただ感激 したのは今でもはっきりと覚

ぇている。

その約 1年 後ライセンスも取得 し、また、何度

か競技会にも出場 し、決 して川頁風満帆ではなかっ

たが納得のい く航空部生活を送れたのではないか

と思う。 しか しそれもこれも、 1年 目の夏にクラ

ブをやめなかったからであると、退部を思い止め

させてくれた三田村先輩に感謝 している。
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毎年、新入部員の何人かが夏頃に辞めていくが、

私 もご多分に漏れず、訓練のきつさ (今思えば大

した事ではなかったが)や、あまりに金がかかる

事に耐えかねて退部を申し出た折、一番親身にな

って慰留に当たって下さったのが三田村 さんであ

る。その時、恐 らく2時 間は電話で話 したであろ

う。その中で「かかる費用は自分への投資である

と思え、そして自分への投資は惜 しむなJと 言う

ような事を言われたのを覚えている。この言葉の

お陰で私の大学生活 4年間が充実 したものになっ

たのである。この時の電話が′亡ヽに残る二つ目の瞬

間だ。

最後になるが、投資 とは決 してお金によるもの

だけではない。自分に試練を課す事、あるいは新

しいものにチャレンジする事、こういった事全て

が自分に対する投資になるのだと思 う。私 自身、

多忙な日常に追われ、忘れかけてしまっていたが、

学生時代を振 りかえっている内に、非常に大切な

ことを思い出すことが出来た。現役部員の皆さん

も、自分への投資を惜 しむ事なく、自分の日標に

向かって精一杯努力 して頂きたい。ガンバレ !!

同期の仲間たち
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筆者の初ソ回、「準備ヨシッ!」
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OGに なって思うこと

昨年秋、OGと して初めて、同立戦の応援で福

井空港を訪れた。RノWで は、私たちが4回生のと

き1回生だった後輩たちが、最上級生になって合

宿の指揮 をとっていた。「えらくなったもんだね

えJと ひやかしつつ、内心はその成長ぶ りと、よ

く頑張ってクラブを続けて くれた、という感動で

いっ|ゴいだった。

思い返せば、私たちが4回 生になった春、2・ 3

回生には1人 ずつ しか後輩がいない、という危機

的状況だった。「何 としても新入部員をいれなけ

れば、部が消えてしまう」。そんな中、集まって

きたのが、今の現役の4回生たち。入部 してくれ

たものの、上級生の数が絶対的に少なく、十分な

学科などをしてあげられない。それどころか、さ

まざまな雑事に奔走 してもらうことになった。人

の少ない部室、合宿。そんな雰囲気の中、本当に

彼 らはクラブにや りがいを見出して くれるだろう

か、不安を隠せなかった。けれど、しんどさはあ

っても、4年間、クラブを続ければ、かけがえの

ない仲間と思い出ができる。そのことを、後輩た

ちには肌で感 じてもらいたいと願い続けてきた。

同期の 3人で念願の全国大会へ行つたとき、後

輩全員をクルーとして妻沼に呼んだ。自分たちが

後輩から全国大会の雰囲気や楽 しさを教わり、そ

の舞台を目標にしたように、今度は私たちが後輩

に伝えたい。全国大会がクラブ活動のすべてでは

ないけれど「全国の仲間と飛ぶのはこんなに楽 し

く、こんなに面白いJと いうことを知ってもらい

たかった。

その思いを後輩たちに託 して卒業。以来、3年

の月日が流れた。自分が現役のときは、勝ち負け

をとやか く言われるのが嫌だったのに、同立戦で

は「とにか く勝つて IJと 願い、全国大会の切符

が舞い込んだ !と 聞いたときは、飛び上がるほど

うれしかった。いつの時代 もきっと、こうして先

平成10年卒 小 谷 名 保 恵

輩は後輩のことを、oBは現役のことを思ってき

たんだな、と今さらながら実感。また私たちが全

国大会へ行ったときは、多 くの方々から援助をい

ただき、関東の OBの みなさまにも大変なお世話

になった。同じように、今度は私たちが協力する

番。そして後輩たちには存分に飛んで、次にバ ト

ンを渡していつてもらいたいと思う。

普段は和歌山県田辺市の地方新聞で記者をして

いる。会社からほど近い場所に、昭和22年卒の大

先輩、岸田禎介さんがお住まいになっていて、牧

野鐵五郎さんにご紹介 していただいて以来、ご自

宅にお邪魔 した り、記事のネタをいただいたり。

地方にいながら母校の話ができる、という、人の

縁の不思議さを感 じている。

また、近 くの白浜町には南紀白浜空港があるが、

大阪航空局出張所の前所長・藤本謙三さんは、牧

野さんや北尾直敬さんと長年のお付 き合い、とい

うことで、これまたご紹介いただき、取材までさ

せていただいた。現在の所長さんも紙飛行機博士

として有名な方で、グライダーも好 き、というこ

とで話が弾む。さらに管通官の 1人は、私が現役

の とき福井空港のタワーにいた管通官 と友人だ

よ、という話。また、県の管理事務所の次長さん

も、かつては名古屋空港で勤務 し、木曽川滑空場

から学生の電話連絡を受けていたそうだ。

こういう場所ではお役所的な対応になりがちだ

が、グライダーをやっていたおかげで、「この世

界って狭いんですねえJと 笑い話をしつつ、肝心

の取材 もよく進む。そうして出来た紙面は、今ま

でになかった視点からの記事 となり、上司にも、

また取材相手にも喜ばれる。これぞ、仕事の醍醐

味。グライダーをやっていて良かつたあ、とます

ます思う今 日このごろです。
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